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福島現地調査
関西学院大学教授 神戸秀彦

１）変化する風景

私は、福島原発事故以来、合計１０回程度、現地調

査・訪問をしているが、公害・地球環境問題懇談会の

一員としてのフクシマ現地調査は、２０１５年３月の時

に続いて、今回で２回目である。毎回、少しずつでは

あるが、それ以前とは違った人々の様子や街の風景

の変化に接することができる。例えば、仮設住宅の

あったＪビレッジが昨年再オープンし、また、ＪＲ常磐

線にＪビレッジ駅という新駅が開設された。例えば、

富岡駅前の商店街にあり、震災当時の時刻を示した

まま止まった時計（「ミチ美容室」）や家の中に突っ込

んだままの自動車などは、今や跡形もなく整理され、

新しく整然とした更地・道路・広場になっている。例え

ば、国道６号線を走ると、除染による汚染土壌の仮

（「仮仮」や「仮仮仮」）置き場の黒いフレコンバッグの

山が、確かに、以前に比べて減少しているように見え

る。こうした風景による印象的な事実は、一見すると、

「復興」の順調な進行を思わせるが、実際はどうであ

ろうか。「順調」などと言えるものでは全くない。今回

調査・訪問させて頂いた場所は様々ある（楢葉町宝

鏡寺、浪江町大平山霊園、南相馬市と相馬市の風力・

太陽光発電施設＜福島イノベーション・コースト構想

の一環＞、飯舘村役場など）が、特に双葉町・中間貯

蔵施設と浪江町・津島地区についてのみ触れる。

２）双葉町と中間貯蔵施設

今回の現地調査の最大の目玉は、福島原発事故後、

帰還困難区域である双葉町と中間貯蔵施設を視察

することであり、私にとっては、これらを直接視察す

るのは初めてのことであった。帰還困難区域である

双葉町（一部解除されている）や中間貯蔵施設周辺

地域は、基本的には立ち入り禁止であり、私達は町住

民（今回は小川貴文さん）に随行する形でしか入れ

ない。事前に用意するように指示のあった身分証明

書（私は運転免許証）を係員に提示して立ち入り禁止

区域内に入った。

まず、中間貯蔵施設（双葉町所在分）に向かったが、

当日１１月１６日（土）は町職員の関係もあって、施設内

に入ったりマイクロバスから降りて視察することはで

きなかった。バスの車窓から、汚染土壌を搬出入する

際のトラックのスクリーニング施設や汚染土壌を貯蔵

する土壌貯蔵施設（「土壌貯蔵施設」の写真１参照）を

視察した。中間貯蔵施設は、東京ドーム１８杯分を受け

入れる予定とされ、巨大である。多数のトラックで

次々と汚染土壌が施設内に運び込まれ、また、施設

の拡大に向けて、工事が行われていた。フレコンバッ

グの汚染土壌が減少しているのは、文字通りここに

運び込まれているからである。

写真1  土壌所蔵施設

次に、双葉駅周辺の商店街でバスを降りたが、息

を飲んで立ちすくんだ。「時間が完全に止まっている。

これがもうじき９年もたとうとする町か！」。東日本

大震災・福島原発事故当時のままの街の姿がそこに

あった。住民はおらず、工事中の建設会社の職員が

５・６名いるだけ、神社・店舗・住宅などは荒れ放題で

ある（「わかば薬局」の写真２参照）。

おくださがこ
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調査団メンバーの大越稔秋さんが測定した「田中

建設」の玄関先の地上タイル付近の放射線の数値が、

３．８１μＳｖ／時（０．２３μＳｖ／時の約１７倍）を記録して

いた。庁舎に移動すると、無人の庁舎と震災当時のま

まの時計が庁舎前にあり（「庁舎の時計」の写真３参

照）、駐車場の自動車は震災・事故当時から放置され、

タイヤがペシャンコになっていた。

次に、津島地区で旅館を営む４代目の今野秀則さ

んのお宅で、２０１５年に国と東電を被告として提訴さ

れた津島訴訟の原告の方４名との交流が行われた。

まず、原告団長の今野さんから、津島訴訟で、誰が

（＝津島地区住民・合計６７６名）、どのような被害を

受けたか（＝放射線による健康被害にあった・自宅に

戻れる見込みがない・自宅や田畑の荒廃が進行して

いる、ふるさとを喪失した等々）、何を求めているの

か（＝原状回復と損害賠償）、訴訟の現状はどうか

（＝現在まで２３回の期日、来年９月には結審）、など

の説明があった。

その後、調査団のメンバーとの質疑応答がなされ

た。原告４名の方からは、ⅰ）その後だいぶ下がった

が、原発事故直後は約８００μＳｖ（津島地区の診療所

内・４日間）の異常な高線量を記録した、ⅱ）線量の関

係から、家族の遺骨を地元の寺に納骨できず、福島

市の別院に安置している、ⅲ）ここにいる４名の避難

先も大玉村２名・郡山市１名・福島市１名と全く別でバ

ラバラである、ⅳ）子や孫は町外の小・中学校に通う

が、いじめに遭わないよう浪江町の出身であること

を隠している、などの深刻な状況が報告された。

このように、双葉町や浪江町では、なお、真の「復

興」とはほど遠い事態が放置され、進行しているが、

事態解決の展望も、容易に見えて来ないような状況

がある。しかし、浪江・津島地区の人々は、互いに励ま

しあいながら、訴訟を通じて、理不尽な状況を打開し、

「ふるさと」の復興を目指そうとしており、そのよう

な人々の姿勢にうたれた。人々の置かれた生活状況

に触れ、また、貴重な交流ができて、大変有意義な

調査・訪問であったと思う。

写真2  若葉薬局

３）浪江町・津島地区

二本松東和町の農家民宿（菅野正寿＜すげのせい

じ＞さん宅ほか）で一泊させて頂いた後、翌１７日（日）

朝には、浪江町・津島地区に向かった。津島地区は、国

道１１４号線（川俣町→浪江町）の両側にある山間部の

地域であり、現時点でも線量が高く、帰還困難区域と

され、基本的に立ち入り禁止である。バスの車中でも、

津島地区に近づくと線量計の音がひっきりなしに鳴

り、ひときわ高くなる。

まず見せてもらったのは、１１４号線沿いにある三瓶

春江さんのお宅である。三瓶さん一家は、震災・事故

当時に避難し今でも避難中で、家は避難当時のまま

である。約９年近く住まないと、家というものはこう

なるのか、と改めて驚愕した。

写真3 庁舎の時計

写真4 三瓶さんの家

本人が良いというので靴で上がったが、床や畳が

抜けたり、家具が倒壊したり、天井が破れたり、動物

に侵入されたりしており、想像を絶するものだった

（「三瓶さんの家」の写真４参照）。
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次世代の主役・若者の声を聞こう
公害・地球懇幹事 奥田さが子

地球環境問題に対して子どもや若者は一番訴え

る権利があるにも関わらず、グレタさんの発言に

対して冷ややかに見る大人が多くて違和感を感じ

ていました。確かに知識や経験に劣るかもしれな

いけど、だから黙っていろというのは暴力的だと

思います。

「クローズアップ現代＋」で、日本や世界の若

者・子どもが、気候正義を掲げて行動しているの

を見て、私たちも主張していいのだと勇気づけら

れました。

最近の政治には失望させられることが多いです

が、その中でも、環境大臣になった小泉進次郎氏

の発言にがっかりした人は多いと思います。若手

のホープと期待があっただけに幻想がくだけ、こ

れから苦しい戦いになるのではないでしょうか。

COP25で、日本政府はますます世界の潮流から遅

れた姿を晒し、本当に恥ずかしい。「世界」12月号（岩

波書店）は気候クライシスを特集、この中に、「未来

のための金曜日」に呼応して東京、那須、名古屋で頑

張っている３人の女子学生の座談会が載っています。

様々な葛藤を抱えながら、自分の頭で考え、それぞ

れの地で、それぞれのやり方でまず足を踏み出した

３人の話を感動しながら読みました。ニュース11月号

で、出前講座をした大学生のレポートを簡略にまと

めて載せましたが、今回は一人の文章をほぼ全文紹

介します。

長泥地区の実証実験

環境省の方針で、3年前に南相馬市で8000ベクレ

ル以下の汚染土を盛り土して、その上に土をかぶせ

花などを植える実証実験をやってある程度の成功

はしたんです。ところが南相馬ではあまり宣伝にな

らなかったようで、やはり国際的に有名な長泥で成

功させようとなり、一方住民は「最終的には長泥以

外でやったように、除染、解体、拓土をやってくださ

い」という条件で加害者と被害者の取引が成立し、

反対運動もおきないでやられている。

飯舘村の子供たちは

住民は13%帰ってきていますけど、6%は子供や孫

がいるので二重生活の中で福島とか二本松に家を

建てていますから、夜はそちらに行きます。ここは野

生動物の世界ですからね。多くはイノシシとニホンザ

ル。怖いですよ、山あいの一軒家など。隣が帰ってい

ればいいですけど87%は帰っていない。つながれて

いた犬がニホンザルに殺された例もあります。

今村内にいる子供は4人か5人、学校に来ているの

は103名、約100名はタクシーとかスクールバスで夜

は避難地へ帰っていく。ここの学校へ来る子供の交

通費は無料です。そのほかの600名あまりの子供は

相応の自己負担をして避難地の学校へ通う。親御さ

んも子供中心に考えますから、あっちに友達がいる

からといえばあっちに通わせるでしょう。こっちはど

んどん減っていくでしょう。ここのサテライト校も廃

校になったし、隣の山木屋も一年前に立派な校舎を

建てたが、一年生に上がる子供がいないということ

で廃校になった。8000万円くらいかけたが、国家予

算的に考えたらなんと無駄なことをやってきたか政

府は。

(録音から抜粋しました。文責田中史子)

飯舘村のいまは
飯舘村村議 佐藤八郎
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今年の公害総行動をしめくくり、来年の第４５回公

害総行動（2020年６月３～４日）の成功をめざす恒例

の「箱根合宿」が１２月１～２日におこなわれ、公害・地

球懇から清水・吉川・小松の三名が出席しました。新

たに実行委員会に加入した原発関西訴訟原告（森松

さん）を含め５１名が出席、すべての公害被害者団体

の代表が勢揃い、相互理解と決意を固めることがで

きました。

１日（日）午後は、高木代表委員（富山イ病）の開会

あいさつで始まり、大気・原発・アスベスト・有明・公害

弁連が活動報告をしました。

２日（月）午前は基地・化学兵器・カネミ・富山イ病・

水俣病・地球懇と各々の活動報告をおこない、第４５

回公害総行動における要求課題を出し合いました。

また、中山事務局長が「実行委員会（事務局長人事）

と総行動（分担金等の資金拠出）の今後のあり方」に

ついて踏み込んだ問題提起をおこない、公害総行動

の存続をかけた率直な討議をよびかけました。

台風・豪雨の被害、世界を動かしている二人の高校

生（グレタさん、鴨下全生さん）の行動が話題となり、

「気候危機」が共通の問題意識となりました。公害・地

球懇は１１月２９日に開いた「第２回幹事会」の討議・確

認をふまえ、①ストップ温暖化！②原発被害③公害総

行動の成功を一体的に取り組む活動方向を提起。人

類生存の「二つの危機」を回避するため「核兵器廃

絶・気候危機対策の横断的な運動」としての“国際的

なよびかけ”「原水禁世界大会ニューヨーク行動」

（2020年４月２４～２６日）を強調しました。

ポスター（チラシ）のスローガン・デザインが決まり、

「公害・薬害そして気候危機ーいのち優先の国つくり

へ転換させるために」となりました。気候危機の位置

づけが鮮明にされ、国策の犠牲となった公害被害者

の救済を求める共通の課題が明確になり、「私たちの

未来を奪わないで！この地球に住み続けたい！」と

訴える若者たちと共に、世界の動きと結び国内の世

論形成をすすめながら、新しい大きな公害総行動の

イメージをもって第４５回公害総行動に取り組む決意

を固めました。「箱根合宿」の討議内容をふまえ、更に

活動方針を具体化するために、１２月１８日に常任幹事

会を開催します。

年明け早々の１月１０日の「第１回実行委員会（14:00）

「合同旗びらき」（18:00）でその一歩を踏み出したい

と考えます。

公害総行動「箱根合宿」―第４５回公害総行動の成功へ

「公害・薬害そして気候危機」の位置づけが鮮明に！

日本の政治家は企業に忖度しすぎていて、国民

の生活を犠牲にしすぎだと考えています。国民も

また、それに対して諦めてしまっているのが見て

いてとても辛いです。教育をする立場として、次

世代を生きる子どもたちに、そのような諦めや無

力感を感じさせたくないです。未来はいくらでも

自分たちの手で変えられるし、自分の未来には希

望があると感じて欲しいです。だから、現状に甘

んじるのではなく、もっともっとよくできないか、

思考を揺さぶられるような材料（教材）を与えた

いと思います。

ずっと教師としてできることは何だろうと考え

ていましたが、今日の話を聞いてその答えの一つ

が見つかったような気がしています。 もっと

もっと自分でも環境問題についてできることを探

し、たくさんの知識の中から、子どもたちに選ん

だ材料を与えられたらいいなと思いました。未来

を作っていくのは私たちだと希望を持つことがで

きました。（M）

声が届きさえすれば、まっすぐ受け止めて考え、行

動しようとする若者は、本当はたくさんいるんだと背

中を押されませんか。若者たちに恥じることない大

人の責任を果たせるよう、私たちももうひと頑張りし

ましょう。
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JNEP情報（2019年11月）

自治体が気候非常事態宣言

12月4日に長野県白馬村、6日に長野県が気候非

常事態宣言を表明した。いずれも2050年に再生可能

エネルギー100%を目指す条項がある。

気候非常事態宣言は、気候の危機を宣言し対策の

抜本強化を求めるもので、国や自治体では25ヶ国

1246組織、域内人口8億人に相当する国・自治体が宣

言している。国内では9月に長崎県壱岐市議会、10月

に神奈川県鎌倉市議会が「気候非常事態宣言」を採

択した。

UNEP国連環境計画が排出削減目標大幅強化を求め

る 日本には石炭火力廃止求める

UNEP国連環境計画は今年もエミッションギャップ

報告書を発表、温暖化の深刻な被害を避けるための

2度目標達成に、2030年目標を今から120億トンから

150億トン追加削減、1.5度目標には2030年目標を今

から290億トンから320億トン追加削減・強化する必要

があると報告した。

今年は大排出国に対する追加対策も提案、日本に

ついては石炭火力発電所の新設禁止、いまある石炭

火力発電所の段階的廃止などを、炭素税などの導入、

交通の脱炭素化、ゼロエミッションビルなどとともに

求めている。

NGOが日本政府に「化石賞」

条約会議において交渉に後ろ向きの国に送る「化

石賞」を日本が受賞した。国際的な環境NGOの集まり

のCAN(気候行動ネットワーク)が選んでいる。「受賞

理由」は石炭火力発電所で、経済産業大臣が、石炭

火力発電所も今後の選択肢として残したいと記者会

見で発言し、「科学を無視している」と批判された。

日本の温暖化対策、最低ランク

ドイツのシンクタンクのジャーマンウォッチは、世界

61ヶ国の地球温暖化対策を評価、日本は５段階評価

の最低ランクで順位は61ヶ国中51位だった。最低は

米国。排出量、再生可能エネルギー、省エネ、政策で

評価しており、日本は、目標の低さや石炭推進など、

政策が「とても低い」で最低ランク、政策だけの順位

は61位中56位だった。

日本の温暖化被害、2018年は世界トップ

ドイツのシンクタンクのジャーマンウォッチは、世界

の温暖化リスクも発表、西日本豪雨などが続いた日

本は昨年は最も地球温暖化の悪影響を受けたと発

表した。

石炭火力への融資、

日本のメガバンク３行が1〜3位独占

ドイツの環境NGOウルゲワルド、オランダのバンクト

ラックは、石炭火力発電関連企業への金融機関の融

資、投資などの状況を発表した。

金融機関の融資では、日本のメガバンク３行が、石

炭火力発電企業融資額ランクの世界第１位から３位を

独占した。みずほフィナンシャルグループは168億ド

ル、三菱UFJフィナンシャルグループは146億ドル、三

井住友フィナンシャルグループは79億ドルの融資を

している。

また石炭火力発電関連企業への投資では、日本の

年金積立金管理運用独立行政法人は、が世界第２位

で、174億ドルの株式と債券を保有している。日本企

業では三井住友信託が 7 位、野村證券が 8 位、三

菱UFJフィナンシャルグループが 9 位、みずほフィ

ナンシャルグループが 12 位となっている。

石炭火力発電所などへの融資が温暖化対策を妨

害する主要な問題であるだけでなく、世界で石炭投

資・融資が「リスク」とみなされ、多くの投資家、銀行、

保険会社などが石炭関連企業の融資、投資、保険引

き受けから次々に撤退する中で、日本の金融機関の

石炭への肩入れ、環境対策の認識の甘さ、リスク管理

の甘さが目立つ。
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「今後の主な日程」（年末・年始）
12月
20日(金)◇原発かながわ訴訟「控訴審」

(14:00～第1回口頭弁論)

25日(水)◇原発さいたま訴訟口頭弁論

(14:00～さいたま地裁)

26日(木)◇西順司さん“偲ぶ会”

(14:00～文京区民センター2A)

2020年１月
10日(金)◇第４５回公害総行動「第１回実行委員会」

＆「公害団体合同旗びらき」

(18:00～プラザエフ)

15日(水)◇千葉あおぞら連絡会「総会」

16日(木)◇東京あおぞら連絡会「常任理事会」

24日(金)◇「風の会」運営委員会

◇原発東京訴訟「控訴審」

27日(月)◇ノーモア・ミナマタ東京訴訟（５～６陣）

(14:00～)

30日(金)◇建設アスベスト東京二陣訴訟「結審」

◇トヨタ前行動

い（１月）いし段（自宅玄関外の）につまずき地球とキッス 右の眼鏡レンズに大傷が、さらに口の右上には大き

な青痣と大瘤。毎夜深夜の深酒の影響が出始めた最初の際立った生理現象。

ろ（２月）ろくなもんじゃないのは東京電力 東京電力が福島原発事故後に示した「賠償の三つの誓い」①最後

の一人まで賠償貫徹②迅速かつきめ細かな賠償の徹底③和解仲介案の尊重―『誓い』とは裏腹の被害者

無視が顕著。

は（３月）はじめての原発事故後の心理解明 原発事故被害者に特有な心の傷としてクローズアップされた「フ

ラッシュ・フォワード」という症状。過去のトラウマと未来への絶望から自死に向かおうとする心の闇。ＮＨＫ・ＥＴＶ

特集で全国に放送された（３月２日）。

ネモやんの福島便り

第40回：｢“いろはかるた”で振り返る2019年｣

「生業（なりわい）・福島原発訴訟」原告 根本 仁

公害・地球懇 活動日誌

11月
1日(金)◇ノーモア・ミナマタ東京訴訟(1～4陣)

５日(火)◇原発群馬訴訟控訴審

７日(木)◇公害総行動「埼玉県交流会」

９日(土)◇東京公害患者会・あおぞら連絡会

「合同一日合宿」

11日(月)◇建設アスベスト福岡訴訟

「福岡高裁判決 」

★国・建材メーカーを断罪する

「五番目の高裁勝利判決」

12日(火)◇原発避難者訴訟控訴審「結審」

(吉川参加)

★来年３月１２日の「判決」決まる。

14日(木)◇「原発と人権」ネットワーク

16日(土)～17日(日)◇第8回フクシマ現地調査

22日(金)◇全労連結成30周年記念集会

(河村、清水参加)

25日(月)◇ローマ教皇来日／ドームミサ

★3・11被災者と面談、

鴨下全生さん「スピーチ」

27日(水)◇大気汚染「公害調停」

(第4回)環境省から公調委前行動

28日(木)◇原発訴訟支援「東京・首都圏連絡会」

役員会

29日(金)◇JNEP2019年度「第2回幹事会」
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に（４月）にん（忍）の一字か、大河「いだてん」 来年の「東京五輪」を【復興五輪】と位置づける安倍政権に、Ｎ

ＨＫが提供している大河ドラマ「いだてん」第13回の視聴率が「大河」史上最低の8.5％を記録。第6回以降の

視聴率も１０％を切り続けている。権力への阿（おもね）りの代償ですか？

ほ（５月）ほん（本）気の代表幹事就任、牛山 積さん ＪＮＥＰの理論的指導者であると同時に福島現地調査

にも足繁くお越しいただいている早稲田大学名誉教授の牛山 積先生が５月１１日のＪＮＥＰ総会で、御年〇

〇歳にして新任として代表幹事に就任。先生の本気度に脱帽。

へ（６月）へ（屁）でもない安倍支配下のＮＨＫに物申す 【安倍チャンネル】と化したＮＨＫ報道に対し、神戸（9日）

と東京（11日）で講演。神戸はＮＨＫの後輩の永田浩三氏と、東京は東京新聞の望月衣塑子記者との共演。

と（７月）とんでもない選対本部長の裏切り ２１日投開票の参院選福島選挙区で野党統一候補が予想を下

回る大惨敗。その陰に候補者の選対本部長の裏切り行為が浮上。「ふくしま市民連合」共同代表の一人とし

て怒り心頭。

ち（８月）ちん（珍）妙な？俳句会 夏休みで末娘が東京から娘二人を連れて帰省、長女も東京から戻り合流。

孫二人は小４と小１。今は小学校でも俳句を教えているとか。そこで親子三代の「句会」を開催。投票で１位

となったのは末の孫・さきちゃんの「めだかさん エサをあげたら うえにくる」。獲得賞金は千円なり

り（９月）り（理）不尽な？「お試し５週間」 二日で一升の酒瓶を開けるような日々に別れを告げたのが７月１７

日。以後、肝臓の専門医の門を叩き、断酒から５８日目の９月１２日に診察。肝機能の数値が一気に改善した

ことで女医さんと「４日に一度、酒二合まで。お試し５週間」交渉が成功。お酒とのお友達関係は何とか継続

できた。

ぬ（１０月）ぬかるみのごとき地獄絵・台風１９号 福島一の大河である阿武隈川が各地で決壊・冠水、バック

ウォーター現象で支流も氾濫。放射性汚染土を詰めたフレコンバックが流され、いわき市の浸水地域ではヘ

リで救助に当たっていた消防隊員が７７歳の女性を誤って落下させ死亡に至る悲劇がおきた。地球温暖化

の影響の深刻さが全国民の共通認識になった感がある。

る（１１月）るい（類）は友を呼ぶ、朝ドラも 来春から放送される、福島市出身の作曲家・古関裕而を主人公にし

たＮＨＫ・朝ドラ「エール」で、脚本家の交代が発表された。前回の東京オリンピックで「オリンピック・マーチ」を

作曲した古関氏の逸話は必ず描かれるはず。しかし、安倍総理のご意向を受けて制作する【復興五輪】絡

みのドラマ「いだてん」に次ぐトラブル発生。

お（１２月）おたおたと幕引きはかる安倍ソーリー 「桜を見る」はずが「桜散る」となり、恒例のスタコラ走法でトン

ズラの一手。【金だけ 今だけ 自分だけ】の安倍ワンマンショーのツケは日本国民が払うことに・・・、

なーんてことにはさせないよ！

この一年のお付き合い、ありがとうございました。

年が明ければ還暦の次の年男となります。

また再び皆様から元気をいただき、筆を執りたいと

思います。

根本家の掲示板


